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東川洋一：ジョン・ウェブスターとメランコリィ

シ ョ ン◎ ウ ェ ブスタ ー とメ ラ ンコ リィ

東

　　

川

　　

洋

　

Ｊｏｈｎ Ｗｅｂｓｔｅｒ（？１５８０‐？１６２５）の戯曲 Ｚ彬 Ｄ”物ｇｓｓｑｆ順α疏は１６１３年頃制作されており，これは１５６７

年に出版された短編小説集 脳 ロメαｃｅｑｆ躍如ｓ“〆〃の中の，同名の物語を直接の典拠としている。原

典によるとこの物語は，
（ｔｔｈｅ ｍｉｓｅｒａｂｌｅｄｉｓｃｏｕｒｓｅｏｆａ Ｐｒｉｎｃｅｓｓｅｌｏｕｅ，ｔｈａｔ ｗａｓｎｏｔｖｅｒｙ ｗｉｓｅ，ａｎｄ

ｏｆ

　

ａ

　

ｇｅｎｔｌｅｍａｎ

　

ｔｈａｔ

　

ｈａｄ

　

ｆｏｒｇｏｔｔｅｎ

　

ｈｉｓ

　

ｅｓｔａｔざであり， ここで強調されるのは 「淫らな欲望」
ｔｌｉｂｉｄｉｎｏｕｓａｐｐｅｔｉｔｅ

”の誘惑に対する戒めと，
「序列」

“ｏｄｅｒ或いは 「階位」
“Ｄｅｇｒｅｅ

”の遵守， この２

点であった。

　

Ｗｅｂｓｔｅｒがこの物語を戯曲化した時， これらはさほど重要なものとして扱われていないように思

われる。
１）むしろこの戯曲の焦点は， 公爵夫人に加えられる心理的拷門の場面， 戯曲全体の構成と，

この場面の雰囲気の点から考えて，いくつかの問題を含む第４幕２場，
「牢獄」の場面に向けられて

いる。

　

夫や子供たちから引き離され， また彼らの死体を見せつけられ（実はそれらは人形に過ぎないも

のであったが，公爵夫人には知るよしもなかった），特女とふたりだけで幽閉された夫人は殆んど発

狂寸前にまで追いつめられている。 特女に語りかける夫人の次の台詞は， この場面の彼女の状況を

適切に表現したものである。
１’１ｌｔｅｌｌｔｈｅｅａ ｍｉｒａｃｌｅ‐

　　　

工ａｍ ｎｏｔｍａｄｙｅｔ，ｔｏ ｍｙｃａｕｓｅｏｆｓｏｒｒｏｗ．

　　　

Ｔｈ’ｈｅａｖｅｎｏ
’
ｅｒ ｍｙｈｅａｄｓｅｅｍｓｍａｄｅｏｆｍｏｌｔｅｎｂｒａｓｓ，

　　　

Ｔｈｅｅａｒｔｈｏｆｆｌａｍｉｎｇｓｕｌｐｈｕｒ，ｙｅｔ・ａｍ ｎｏｔ ｍａｄ：２）

　

ところがこうした極度に緊迫した場面に， 狂人たちによる仮面劇が， ひとりの口上役によってし

かつめらしく紹介されて登場し， 歌をうたい， 脈絡のない台詞を語り， 最後に全員で踊ってから退

場する。それと入れ替りに登場した人物が，
３）夫人に墓を作りに来たのだと告げ，さらに夫人は病い

に冒されていて， それが自覚されていないだけに一層危険なものだと語る。 それに対して夫人は
いＬｅｔ ｍｅｂｅａｌｉｔｔｌｅｍｅｒｒｙ－ｏｆｗｈａｔｓｔｕｆｆｗｉｌｔｔｈｏｕｍａｋｅｉｔ ４）といった台詞を語る。前述の緊迫

した， 或る意味では「煉獄」５）的な状況からは予想し難い反応である。その後で死刑執行人たちが現

れ， 兄たちの命令だと伝えてから夫人を板殺する。 この戯曲の主人公的立場の公爵夫人が第４幕目

で姿を消すことの不自然さは， 終幕で他の主要人物たち（彼らはすべて ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ″ と呼ばれる

か， 或いはそれを強く暗示する姿で現れる） が， 互いに相手の見境もなく殺し合うだけの竜頭蛇尾

とも言うべき内容と相僕って， 戯曲構成上の不均衡をもたらすとする批判の最大の原因とされてき

た。
６） 本稿ではこれらの問題点を ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙの概念から改めて考察しようとするものである．

　　　　　　　　　　　　　　

１

　

まずこの戯曲に用いられた仮面劇の特殊性に触れる必要がある， というのはこの特殊性こそ後に

述べることになる ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙと密接な関連を持つものと考えられるからである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３５
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雄 Ｄ“域ａｓｓｑｆ賜α狗が書かれた頃までに， 戯曲に仮面劇 （Ｍａｓｑｕｅ） を挿入する趣向はすでに確

立してい た．
７）この仮面劇と後に論ずることになる仮面狂言 （Ａｎｔｉｍａｓｑｕｅ） についてはすでに扱っ

たことがあるので，
８）ここでは仮面劇の基本的構造と仮面狂言の特徴的要素について触れるに止め

たい． 前者に関しては， 最初に ｎｔｒｕｃｈｍａｎ″ 或いは ぃｉｎｔｅｒｐｒｅｔｅｒ″ と呼ばれる口上役による仮面劇

の紹介があり，続いて仮面劇役者の登場 Ｅｎｔｒｙ″，仮面舞踏と寸劇風の対話－ Ｍａｉｎ″， そして仮面劇

役者と見物人たちとの交歓－ぃＲｅｖｅｌｓ″， 最後に結びの歌で退場一・Ｇｏｉｎｇｏｕｔ″， となっている．
９）これ

らは元来宮廷で演じられた仮面劇の構造であったが， その流行が戯曲にも強い影響を及ぼし， その

ままの形式を伝えたのである．
１０

　

そして後者の仮面狂言が最初に演じられたのも宮廷においてで

あった． 従来の仮面劇に変化と色取りを添える目的で考案された， この新たな趣向の発案者である

ＢｅｎＪｏｎｓｏｎ（１５７２一１６３７） は 脳 獅αｓｑ“８ｑｆＱ“ＢＢ％ＢＳ（１６０９） の序文の中で次のように述べている．

　　

ＡｎｄｂｅｃａｕｓｅｈｅｒＭａ．
ごまｂｅｓｔｋｎｏｗｉｎｇ，ｔｈａｔａｐｒｉｎＣｉｐａｕｐａｒｔｏｆ１ｉｆｅｉｎｔｈｅｓｅｓｐｅｃねＣ‘ｅｓ１ａｙｉｎ

　　

ｔｈｅｙ「ｖａｒｉｅｔｙ）ｈａｄｃｏｍｍａｕｎｄｅｄ ｍｅｅｔｏｔｈｉｎｋｏｎｓｏｍｅ Ｄα錫”ｃａ ｏｒｓｈｅｗ，ｔｈａｔ ｍｉｇｈｔｐｒａ－

　　　　

ｅＣｅｄｅｈｅｒｓ，ａｎｄｈａｕｅｔｈｅｐｌａｃｅｏｆａｆｏｙｌｅ，ｏｒｆａｌｓｅ‐九勿燭“Ｅｚ；・・・ａｎｄｔｈｅｒｅｆｏｒｅ，ｎｏｗ，ｄｅｕｉｓ’ｄ

　　　　

ｔｈａｔｔｗｅｌｕｅＶＶ。ｍｅｎ，ｉｎｔｈｅｈａｂｉｔｅｏｆ上表αｇｇｓ，。ｒＶＶｉｔｃｈｅｓ，ｓｕｓｔａｙｎｉｎｇｔｈｅｐｅｒｓｏｎｓｏｆ五ｇ７２Ｏγ‐

　　　

αれｃｅ，Ｓ“ｓＰため”，Ｃ〆〃〆“虜籾

　

＆．ｔｈｅｏｐｐｏｓｉｔｅｓｔｏｇｏｏｄ Ｅα加ｅ，ｓｈｏｕｌｄｆｉｌｌｔｈａｔｐａｒｔ；ｎｏｔａｓａ

　　　　

Ｎ１ａｓｑｕｅ，ｂｕｔａｓｐｅｃｔａｃｌｅｏｆｓｔｒａｎｇｅｎｅｓｓｅ，ｐｒ（ｄｕｃｉｎｇｍｕｌｔｉｐｌｉｃｉｔｙｏｆＧｅｓｔｕｒｅ，ａｎｄｎｏｔｖｎａｐｔｌｙ

　　　　

ｓｏｒｔｉｎｇ ｗｉｔｈｔｈｅｃｕｒｒｅｎｔ，ａｎｄ ｗｈｏｌｅｆａｌｌｏｆｔｈｅＤｅｕｉｓｅ．
１１）

この 「引き立て役」（ｆｏｙｌｅ），
「仮面劇まがいのもの」（ｆａｌｓｅ賜α町“の， 仮面劇とは 「正反対のもの」

（ｏｐｐｏｓｉｔｅｓ）といった表現から容易に想像されるのは， 壮重かっ華麗ないｓｈｅｗ″ とは逆の， 滑稽な，

もしくは奇異ないｓｐｅｃｔａｃｌｅ″

　

である． そしてこの仮面劇に最初に用いられた仮面狂言の舞台設定は

いｏｕｇｌｙ 品錫〃

　

となっていた，
１２）

　

仮面劇の役者が宮廷人， 貴婦人たちであったのに対して， 仮面狂言は市井の役者によって演じら

れたのであり， 従って戯曲に取り入れられるようになったのも当然のことであった．
１３）

　

このふたつの仮面劇が戯曲に取り入れられ， たんに戯曲の装飾的要素のひとつとしてばかりでは

なく，より一層積極的な，有機的な機能を果たすことになる．例えばＦｒａｎｃｉｓＢｅａｕｍｏｎｔ（１５８４‐１６１６）と

ＪｏｈｎＦ１ｅｔｃｈｅｒ（１５７９‐１６２５）の Ｚ物 賜物αＳ 如ｇＢの（１６１１）の仮面劇はその好例であろう。

　

これは第１幕２場で演じられる祝婚仮面劇で， Ｎｉｇｈｔ″， Ｃｙｎｔｈｉａ″，
Ｎｅｐｔｕｎｅ

〃
，

ｎＥｏｌｕｓ″ などが

登場し， 新婚の「穏やかな夜」（肥れ云を〃奮励）を祝福するための趣向であったが， 不意にその中に，

狂暴な Ｂｏｒｅａｓ″

　

が繋がれていた鎖を引きちぎって逃げ出し， 海に大嵐を巻き起したとの報告がも

たらされる．
一Ｎｅｐｔｕｎｅ″ がその嵐を静めるべく遣わされるが， ほどなく空が白み始め，

一Ｎｉｇｈｔ″ と

一Ｃｙｎｔｈｉａ″

　

はそれぞれ，
ぃｍｉｓｔ と ｄａｙ″

　

の中へ姿を消し， 不安な夜明けを暗示してこの仮面劇

は終る．

　

ここで暗示された 「大嵐」（ｓｔｏｒｍ） と鎖を引きちぎった ぃＢｏｒｅａｓ″ が， 実際の戯曲世界での出来

事と具体的に照応していることから，
１４） この仮面劇がたんなる芝居向きの場当り効果だけをねらい

としたものではなく， ひとつの雰囲気を作り上げ， 来るべき破局を予兆する機能を帯びたものであ

ること力ゞ わかる．

　

こうして仮面劇が有機的に戯曲世界と結びついていくと同様に， 仮面狂言も又， 戯曲．世界の不可

欠の一部となっていく． 一般に Ｗｅｂｓｔｅｒの時代に用いられた仮面狂言には， 前口上も， 役者紹介も

なく， 突然登場してその特微的な所作を演じ， 与えられた台詞を語って退場するといった程度の趣

向であった．
１５）ところで当時の観客がこの仮面狂言に期待したものについて非常に簡潔に述べてい

　

３６
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る部分があるので次に引用する．

Ａｔｎｏｂｌｅ Ｖｅｒｍａｎｄｅｒｏ
’
ｓ，ｏｕｒｃａｓｔｌｅ‐ｃａｐｔａｉｎ，

Ｔｈｅｒｅｉｓａｎｕｐｔｉａｌｔｏｂｅｓｏｌｅｍｎｉｓ
’ｄ －

Ｂｅａｔｒｉｃｅ－Ｊｏａｎｎａ，
ｈｉｓｆａｉｒｄａｕｇｈｔｅｒ，ｂｒｉｄｅ，－－

Ｆｏｒｗｈｉｃｈｔｈｅｇｅｎｔｌｅｍａｎｈａｔｈｂｅｓｐｏｋｅｏｕｒｐａｉｎｓ，

Ａ ｍｉｘｔｕｒｅｏｆｏｕｒ ｍａｄ・ｎｅｎａｎｄｏｕｒｆｏｏｌｓ，

Ｔｏｆｉｎｉｓｈ，ａｓｉｔｗｅｒｅ，ａｎｄ ｍａｋｅｔｈｅｆａｇ

ｏｆａｌｌｔｈｅｒｅｖｅｌｓ，ｔｈｅｔｈｉｒｄｎｉｇｈｔｆｒｏｍｔｈｅｆｉｒｓｔ；

ｏｎｌｙａｌｌｕｎｅｘｐｅｃｔｅｄｐａｓｓａｇｅｏｖｅｒ，

Ｔｏｎｎａｋｅａｆｒｉｇｈｔｆｕｌｐｌｅａｓｕｒｅ，ｔｈａｔｉｓａｌｌ．
１６）

予想外の登場によって観客の度胆を抜き，それから笑わせるもの，いわゆる ｆｒｉｇｈｔｆｕｌｐｌｅａｓｕｒｅ″が
仮面狂言の第一の目的であったと思われる．

　

ところでＷｅｂｓｔｅｒの場合に戻ると，第４幕２場の狂人たちによる仮面劇の構造が， 先に述べた宮

廷仮面劇のそれを踏まえたものであることがわかる． ところが狂人たちの滑稽で奇異な台詞， 陰う

つな音楽に合わせた踊り等は明らかに仮面狂言の特徴を備えたものであるにも拘らず， 口上役に

よって狂人たちが， ひとりひとり紹介されるとなれば，仮面狂言個有の目的である

　

ｎｆｒｉｇｈｔｆｕｌｐｌｅａｓ‐

ｕｒｅ″ の効果は殆んど無に等しくなるであろう。 それでは Ｗｅｂｓｔｅｒがこうした奇妙な仮面劇を導入

した意図は何か， といった疑問が生じるのは当然であろう．

　

そこで口上役による人物紹介を見るとひとつの興味ある推測が生まれる。 その一部を次に引用す

る．
Ｔｈｅｒｅ

’
ｓａ ｍａｄｌａｗｙｅｒ，ａｎｄａｓｅｃｕｌａｒｐｒｉｅｓｔ，

Ａｄｏｃｔｏｒｔｈａｔｈａｔｈｆｏｒｆｅｉｔｅｄｈｉｓｗｉｔｓ

Ｂｙｊｅａｌｏｕｓｙ；ａｎｄａｓｔｒｏｌｏｇｉａｎ

Ｔｈａｔｉｎｈｉｓｗｏｒｋｓｓａｉｄｓｕｃｈａｄａｙｏ
’ｔｈ’ｍｏｎｔｈ

Ｓｈｏｕｌｄｂｅｔｈｅｄａｙｏｆｄｏｏｍ，ａｎｄｆａｉｌｉｎｇｏｆ
’ｔ，

Ｒａｎ ｍａｄ．．．．
１７）

これらの人物は， 多少の厳密さは欠くにしても， この戯曲の公爵夫人を除く３名の主要人物を暗示

していることである． 公爵夫人の兄， 枢機卿は ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ ｃｈｕｒｃｈｍａｎ″（１．ｉ．１５７）であり， 彼の弟

Ｆｅｒｄｉｎａｎｄについては次のような言及がなされた。
Ｔｈｅｎｔｈｅｌａｗｔｏｈｉｍｌｓｌｉｋｅａｆｏｕｌｂｌａｃｋｃｏｂｗｅｄ

ｔｏａｓｐｉｄｅｒ‐″（１．ｉ．１７７‐８）さらに公爵夫人の夫 Ａｎｔｏｎｉｏは， 長子誕生に際して星占いをしたことがあっ

た．
１８） そして 「医者」 は第５幕目に登場することになる．

　

そこで既に触れた通りこの戯曲の主要人物が（公爵夫人を含めて） すべて ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ
″ と呼ば

れていたこと， 当時のｍｅｌａｎｃｈｏｌｙの概念には狂気も含まれていたこと，及び， 第４幕目の公爵夫人

の死が，他の主要人物すべてに影響を与え，第５幕目では彼等はひとり残らず深刻なｍｅｌａｎｃｈｏｌｙに

陥ってしまうこと， これらを考え合わせて先程説明を中絶した， 宮廷仮面劇の構造を踏まえながら

も，仮面狂言的特徴を持つ例の変則的な仮面劇の意図を論ずる為には，次に ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙを取り上げ

ねばならない．

１１

　

この戯曲で用いられる ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙは２種類に大別される．ひとつは、、ｏｕｔ‐ｏｆ‐ｆａｓｈｉｏｎ ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ
″

（１１．ｉ．８５‐６）なる表現に暗示された 「気取り」（ａｆｆｅｃｔａｔｉｏｎ） としてのそれである，
１９｝ もうひとつは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３７
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主要人物のひとりが陥った「狼狂」 １ｙｃａｎｔｈｒｏｐｉａ″ （Ｖ．ｉｉ．６）なる狂気を説明する医者の次の台詞に

認められる．

　　

ｌｎｔｈｏｓｅｔｈａｔａｒｅｐｏｓｓｅＳ８ｄ ｗｉｔ＝ｔ（ｉ．ｅリーｙｃａｎｔｈｒｏｐｉａ）ｔｈｅｒｅｄｅｒｆｌ。ｗｓ

　　　

Ｓｕｃｈ ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙｈｕｍｏｕｒ，ｔｈｅｙｉｍａｇｉｎｅ

　　　

Ｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓｔｏｂｅｔｒａｎｓｆｏｒｍｅｄｉｎｔｏ ｗｏｌｖｅｓ．
２０）

　

或る ｈｕｍｏｕｒ″ が過剰になると様々な精神異常を引き起こし， 最悪の場合は狂気に至るという考

え方は当時一般に行われていた２１）
． つまり人体には４種類のｈｕｍｏｕｒ（Ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ，Ｐｈｌｅｇｍ，Ｂ１ｏｏｄ，

Ｃｈｏｌｅｒ）があり， これらが均等に混合し調和した者が理想的な人間と考えられたが， 多くの場合いず

れかが過剰となっていて， それぞれ ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ，ｐｈｌｅｇｍａｔｉｃ，ｓａｎｇｕｉｎｅ，ｃｈｏｌｅｒｉｃといった気質を示

す． 例えば次の引用文は， これらの特微を要約したものであった．

　　　

（ｈｅｉｓｎｅｙｔｈｅｒ）ｔｏｐｈａｎｔａｓｔｉｋｅｌｙ ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ，ｔｏｏｓｌｏｗｌｙＰｈｌｅｇｍａｔｉｃｋｅ，ｔｏｏｌｉｇｈｔｌｙｓａｎｇｕｉｎｅ，

　　　　　

ｏｒｔｏｏｒａｓｈｌｙｃｈ。ｌｅｒｉｃｋｅ，．．．
２２｝

　

またこれらの ｈｕｍｏｕｒ ま，極端な精神的興奮を体験することによって生じた過剰な熱によって，

腐ったり焦げたりすることがあり， しばしばぃｍｅｌａｎｃｈｏｌｙｈｕｍ。ｕｒ″に多く認められた為に，そうし

た状態は ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔと呼ばれたが， これらには他の３種の場合も含まれてい‐た．
２３）

　

前述の １ｙｃａｎｔｈｒｏＰｉａ
″ はこうした概念からすると， ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔの症例， 特に， その人物が

発狂する以前の気質がいわゆるｃｈｏｌｅｒｉｃであったこと（Ｒｈｕｂａｒｂ，ｏｆｏｒｒｈｕｂａｒｂＴｏｐｕｒｇｅｔｈｉｓｃｈｏ‐

ｌｅｒｌロ．ｖ．１２‐３）から， より正確にはｃｈｏｌｅｒａｄｕｓｔの最悪の結果と考えられる．この症例についてはす

でに次のような説明がなされていた．

　　　

…Ｂｕｔｏｆａｌｌｏｔｈｅｒ，ｔｈａｔ ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙｉｓ ｗａｒｓｔｅ， ｗｈｉｃｈｅｉｓｉｎｇｅｎｄｅｒｅｄ。ｆｃｈｏｌｅｒ，ｆｉｎａｌｌｙａｌｌ

　　　

ａｄｕｓｔｅ ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙｅａｎｎｏｙｅｔｈｔｈｅ ｗｉｔｔｅａｎｄｉｕｇｅｍｅｎｔｅｏｆ ｍａｎ．Ｆｏｒ ｗｈｅｎｔｈａｔｈｕｍ。ｕｒｉｓ

　　　

ｈｅｔｔｅ，ｉｔｍａｋｅｓｍｅｎ ｍａｄ２４）
．

この人物とは公爵夫人の兄のひとりＦｅｒｄｉｎａｎｄであるが， 彼が妹の秘密裡の結婚を知らされた時の

異常な激怒， もうひとりの兄枢機卿 でさえ驚るいた程の「度を越した」（ｉｎｔｅｍｐｅｒａｔｅ）２５）言動を説明

するのも，このｃｈｏｌｅｒａｄｕｓｔなのである．この戯曲が書かれた数年後に，ＲｏｂｅｒｔＢｕｒｔｏｎ（１５７７‐１６４０）が

その大著 Ｚ物 Ａれのｏ“２ｙｑｆ賜錫α％ｃ如か（１６２１）の中で，このｃｈｏｌｅｒａｄｕｓｔについてさらに具体的な解説

を加えている．

　　　

工ｆｉｔ（ｉ．ｅ．， ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔ）ａｒｉｓｅｆｒｏｍ ｃｈｏｌｅｒａｄｕｓｔ，ｔｈｅｙａｒｅｂｏｌｄａｎｄｉｍｐｕｄｅｎｔ，ａｎｄ。ｆａ

　　　

ｍｏｒｅｈａｒｅｂｒａｉｎｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ，ａｐｔｔｏｑｕａｒｒｅｌａｎｄｔｈｉｎｋｏｆｓｕｃｈｔｈｉｎｇｓ，ｂａｔｔｌｅｓ，ｃｏｍｂａｔｓ，ａｎｄ

　　　　　

ｔｈｅｉｒｎｎａｎｈｏｏｄ；ｆｕｒｉｏｕｓ，
ｉｍｐａｔｉｅｎｔｉｎｄｉｓｃｏｕｒｓｅ，ｓｔｉｆｆ，ｉｒｒｅｆｒａｇａｂｌｅ，ａｎｄ ｐｒｏｄｉｇｉｏｕｓｉｎ・ｔｈｅｉｒ

　　　　

ｔｅｎｅｔｓ；ａｒーｄ，ｉｆｔｈｅｙｂｅ ｍｏｖｅｄ，ｍｏｓｔｖｉｏｌｅｎｔ，ｏｕｔｒａｇｅｏｕｓ，ｒｅａｄｙｔｏｄｉｓｇｒａｃｅ，ｐｒｏｖｏｋｅａｎｙ，ｔｏ

　　　

ｋｉｌｌｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓ＆ｏｔｈｅｒ；．“
２６）

自ら公爵夫人の殺害を命じておきながら， その死体を前にして思わず舷母を覚える程の衝激を受け

た Ｆｅｒｄｉｎａｎｄが口にする次の台詞もまた， 上に引用した症状によって説明されると思われる．

　　　　

ｌｂａｄｅｔｈｅｅ，ｗｈｅｎ工ｗａｓｄｉｓｔｒａｃｔｅｄｏｆｍｙ ｗｉｔｓ，

　　　　

Ｇｏｋｉｌｌｍｙｄｅａｒｅｓｔｆｒｉｅｎｄ，ａｒｌｄｔｈ。ｕｈａｓｔ ｄｏｎｅ
’ｔ，

２７）

　

同様に枢機卿の言動（特に第５幕目の）も（ｈｕｍｏｕｒとしての）ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔによって説明さ

れる．公爵夫人の死後， 彼は極端な精疑心に襲われる．（彼自身の独自から妹の殺害を弟に唆かした

のは枢機卿であったことが知らされる）．
Ｆｅｒｄｉｎａｎｄを通して自分の罪の発覚するのを恐れる余り，

枢機卿は弟の部屋に他の人物を一切近づけまいとして殆んど異常とも滑稽とも思える程， 念の入っ

た指示を与える． 相手の名誉にかけて彼の指示に従うことを約束させた上で尚かつ枢機卿はこう付

　

３８
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け加える．

　　　

ｌｔ ｍａｙｂｅｔｏ ｍａｋｅｔｒｉａｌｏｆｙｏｕｒｐｒｏｍｉｓｅ

　　　

Ｗｒｈｅｎｈｅ
’
ｓａｓｌｅｅｐ，ｍｙｓｅｌｆｗｉｌｌｒｉｓｅ，ａｎｄｆｅｉｇｎ

　　　

Ｓｏｍｅｏｆｈｉｓｍａｄｔｒｉｃｋｓ，ａｎｄｃｒｙｏｕｔｆｏｒｈｅｌｐ，

　　　

Ａｎｄｆｅｉｇｎ ｍｙｓｅｌｆｉｎ

　

ｄａｎｇｅｒ．
２８）

さらに罪の意識に脳まされた枢機卿は「地獄」に思いを馳せたり，或いは庭の池を覗き，そこに 「熊
手で武装したもの」（ａｔｈｉｎｇ，ａｒｍ’ｄ ｗｉｔｈａｒａｋｅ） が自分に襲いかかるといった幻想に取り付かれ
る．

２９｝

　

こうした症状をＢｕｒｔｏｎは次のように要約する。

　　　

ｌｆｉｔｃｏｍｅｆｒｏｍ ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙｉｔｓｅｌｆａｄｕｓｔ，ｔｈｏｓｅｍｅｎ．．．〃〃”ｓ”〆毎 班ｄα”ｄｓα物“，α”〆物の

　　　

のれ云Ｚ““α妙，α”ｃＺ物 綴じｅｓｓ，粥ｏだ 物α７２僻の“〆勿ｓ“ｓＰため鱒 粥解ｅたαｄ“Ｚ，α“ｄねα僻 め”ｇ ｗ陀，

　　　

α７２α粥ｏｓ云の“”弱Ｚ例αｇ勿のめ７２ｓ．
３０）

　

公爵夫人の夫Ａロｔｏｎｉｏの場合は， この両者ほど極端な症状は示されてはいないものの， それでも
第５幕３場， 公爵夫人の墓地 （彼はこの時にはまだ公爵夫人の死を知ってはいない） で， 死者に思
いを馳せたり，一瞬間，

「悲しみに包まれた顔」（ａｆａｃｅｆｏｌｄｅｄｉｎｓｏｒｒｏｗ） を見るようなｎｆａｎｃｙ″ に

陥ったり，或いは自分を死者の如く思い込む状態になっている．
３１｝Ｂｕｒｔｏｎは先に引用した部分の直

後に， このようなＡｎｔｏｎｉｏの状態も ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙｉｔｓｅｌｆａｄｕｓｔ″の症状のひとつであることを簡潔に
述べているが， 物βツ メメ鋤粥 ｑｆｇｍひ概 ｓＺＺα，αれα 叱αｄ 粥ｅれ α”〆 乾物々 物８粥ｓ錫ひＢＳらβｗＺた彰ｄ ｏγ

ｄｍ〆３２）なる説明に見られる＼＼ｂｅｗｉｔｃｈｅｄ″ な状態こそ，Ａｎｔｏｎｉｏの台詞に漂う悲哀と絶望の調べを
繰り返し， 限りない余韻を残す＼、Ｅｃｈｏ″

　

によって暗示されるものである．

　

最後に残された人物， 公爵夫人殺害の現場に立ち合った， 枢機卿とＦｅｒｄｉｎａｎｄの手元である
Ｂｏｓｏｌａもまた兄弟に共通した罪の意識に脳まされ， その挙句公爵夫人の亡霊につきまとわれること
になるが， 彼の場合， 前述の人物たちと違ってはっきりと自分の ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙを自覚している為，こ
こで論じられる ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔの概念には含まれない．しかしながら彼も第５幕の他の主要人物
同様「ひしひしと我が身に感じる地獄の苦しみ」（ｔｈｉｓｓｅｎｓｉｂｌｅｈｅｌｌ，ＩＶ．ｉｉ．３４３） を体験しているの

だ． それでは Ｂｏｓｏｌａの場合と違って 「自覚されていない」（ｉｎｓｅｎｓｉｂｌｅ，ＩＶ．ｉｉ．１２０） 危険な病気にか

かっていると言われた公爵夫人の場合はどうであろうか。

１１１

　

この戯曲の原典となった Ｚゐｅ

　

Ｐ扇αα

　

ｑ

　

ｆ 躍如秘‘柁のモルフィ公爵夫人像は 「家門の誇り」（ｔｈｅ

ｇｒｅａｔｎｅｓｓｅｏｆｍｙｈｏｕｓｅ）を強く意識しながらも「多情な肉体を撲り煽り立てるもの」（ｔｈｅｔｉｃｋｌｉｓｈ

ｉｎｓｔｉｇａｔｉｏｎｓｏｆｈｉｒｗａｎｔｏｎｆｌｅｓｈ）すなわち １ｉｂｉｄｉｎｏｕｓａｐｐｅｔｉｔｅ″に駆られた淫婦として説明されて

いた． Ｗｅｂｓｔｅｒの公爵夫人はそれ程露骨に多情な女性としては描かれていないが（むしろ美化され

たきらいがないでもない）， それでも彼女は兄のひとりから

　

１ｕｓｔｙ ｗｉｄｏｗ″（１．ｉ，３４０）と呼ばれた．
文脈上この １ｕｓｔｙ″

　

には ｍｅｒｒｒ′

　

のみならず １ｕｓｔｆｕｌ″

　

の意味も含まれていたはずである．
３３’この

ような女性は当時の一般通念に従えば， 例えばＳｈａｋｅｓｐｅａｒｅがひとつのｉｒｏｎｙを込めて或る人物に

語らせた次の台詞に要約される．

０云れ

　

Ｇｉｖｅｍｅｙ。ｕｒｈａｎｄ；ｔｈｉｓｈａｎｄｉｓ ｍｏｉｓｔ，ｍｙ１ａｄｙ・

上）ＢＳ．工ｔｙｅｔｈａｓｆｅｌｔｎｏａｇｅ，ｎｏｒｋｎｏｗｎｎｏｓｏｒｒｏｗ．

０物．Ｔｈｉｓａｒｇｕｅｓｆｒｕｉｔｆｕｌｎｅｓｓ，ａｎｄｌｉｂｅｒａｌｈｅａｒｔ；

Ｈｏｔ，ｈｏｔ，ａｎｄｎｎｏｉｓｔ，ｔｈｉｓｈａｎｄｏｆｙｏｕｒｓｒｅｑｕｉｒｅｓ

Ａｓｅｑｕｅｓｔｅｒｆｒｏｍｌｉｂｅｒｔｙ；．．，
３４）

３９
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この 一Ｈｏｔ，ｈｏｔ，ａｎｄ ｍｏｉｓｔ″ とは言うま でもなく Ｂ１ｏｏｄｈｕｍｏｕｒ，即ちｓａｎｇｕｉｎｅの特性を意味してい

る．そして Ｗｅｂｓｔｅｒはこの戯曲のいくつかの場面－第１幕１場，公爵夫人の大胆で雄弁な求愛場面，

第３幕２場での陽気な私室の場面など－－で，このｓａｎ≦型ｌｎｅの次に述べる特徴を利用しているのだ．

　　　

Ｔｈｅｓａｎｇｕｉｎｅａｒｅｃｈｅｅｒｆｕｌ，ｃｏｕｒａｇｅｏｕｓ，
ｋｉｎｄ，ａｎｄノ

ｉｎｇｅｎｉｏｕｓ．
３５）

　

それ故に， 第４幕２場で「自覚されていない」危険な病気とい，うのが，この気質の悪化した状態，

つまりｓａｎｇｕｉｎｅａｄｕｓｔを暗示するものと考えられる．（事実公爵夫人のふたりの兄もＡｎｔｏｎｉｏも，自

分たちが， いわゆるｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔの状態 であることを自覚してはいなかったのである．） この

ｓａｎｇｕｉｎｅａｄｕｓｔに個有の症状について Ｂｕｒｔｏｎは次の説明を与えている．

　　　

ｌｆｉｔｐｒｏｃｅｅｄｆｒｏｍｂｌｏｏｄａｄｕｓｔ，．”ｔｈｅｙａｒｅ ｍｕｃｈｉｎｃｌｉｎｅｄｔｏｌａｕｇｈｔｅｒ，ｗｉｔｔｙａｎｄ ｍｅｒｒｙド，ｉｆ

　　　　

ｔｈｅｙｂｅｎｏｔｆａｒｇｏｎｅ，ｍｕｃｈｇｉｖｅｎｔｏ ｍｕｓｉｃｋ，ｄａｎｃｉｎｇ．Ｔｈｅｙ ｍｅｄｉｔａｔｅＷｈｏｌｌｙｏｎｓｕｃｈｔｈｉｎｇｓ，

　　

ａｎｄｔｈｉｎｋ物の 彩ｅｏγ庭αγ〆のｓ，血７２ｃ粥ｇ，α７２α賜物 瓦庭ｓＰｏ“ｓ（ｆｒｅｅｆｒｏｍａｌｌｆｅａｒａｎｄ，ｓｏｒｒｏｗ．
３６）

さらに上述の後半に見られる斜体部分，Ｂｕｒｔｏｎが特に強調している症状を， 彼以前にはこうも説明

されていた．

　　

ｌｆｂｌｏｕｄ ｍｉｎｉｓｔｅｒ ｍａｔｔｅｒｔｏｔｈｉｓｆｉｒｅ，ｅｖｅｒｙｓｅｒｉｏｕｓｔｈｉｎｇｆｏｒａｔｉｍｅ，ｉｓｔｕｒｎｅｄｉｎｔｏｊｅｓｔ，
＆

　　　　

ｔｒａｇｅ｛ｉＬｅｓｉｎｔｏｃｏｌｎｅｄｉｅｓ，ａｎｄｌａｍｅｎｔａｔａｔｉｏｎｉｎｔｏｇｉｇｇｅｓａｎｄｄａｎｃｅｓ．
３７）

　

いわゆる 「煉獄」 的緊張感の張っているこの場面からはほど遠い＼＼Ｌｅｔｍｅｂｅａｌｉｔｔｌｅｍｅｒｒｙ″

　

な

る公爵夫人の反応を説明するのは， このｓａｎｇｕｉｎｅａｄｕｓｔではあるまいか． またこの４幕目で姿を消

すことになる主人公のひとりとして， 終幕 で展開される， いわゆる ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔの世界ｒそれ

も彼女の死が直接の原因となって展開される地獄図なのだが３８）－，Ｂｏｓｏｌａの言葉を借りるならｎｔｈｉｓ

ｓｅｎｓｉｂｌｅｈｅｌｌ″の住人たちの有様を， 少くとも公爵夫人なりに（つまり彼女のｓａｎｇｕｉｎｅａｄｕｓｔを通し

て， と言うことだが）知っておく必要があることを作者は考えていたに違いない．

　　　

ｏｔｈａｔｉｔｗｅｒｅｐｏｓｓｉｂｌｅ ｗｅｍｉｇｈｔ

　　　

Ｂｕｔｈｏｌｄｓｏｍｅｔｗｏｄａｙｓ
’
ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅｗｉｔｈｔｈｅｄｅａｄ，

　　　

Ｆｒｏｍｔｈｅｍｌｓｈｏｕｌｄｌｅａｒｎｓｏｍｅｗｈａｔ，工ａｍｓｕｒｅ

　　　　　

ｌｎｅｖｅｒｓｈａｌｌｋｎｏｗ ｈｅｒｅ：－－３９｝

これは既に引用した， あの 「煉獄」 的状況を暗示する台詞に直結する部分であり， それ故に逆説的

表現となっている，と同時に，
「死者たち」（ｔｈｅｄｅａｄ）ならぬいｔｈｉｓｓｅｎｓｉｂｌｅｈｅｌｌ″，いわゆる ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ

ａｄｕｓｔの人物たちの状況が，それぞれの最悪の結果を体現した「狂人たち」の一群として，仮面劇の

中に集約されることになるのだ．

　

先に触れたように， この仮面劇は仮面狂言的内容にも拘らず， いわゆる宮廷仮面劇の構造を遵守

している変則的な形態であった． この場面に 「狂人たち」 を送り込む第一の目的は， 公爵夫人を狂

気に駆り立てること．
４０｝つまり， 彼女から眠りを奪う拷門の一種としてＦｅｒｄｉｎａｎｄが考え出したも

のであったが，
４１）実際に公爵夫人に紹介された時には前述の如く複雑な形態となっている． これは

明らかに戯曲の構成上の必要から挿入された仮面劇－すでにＢｅａｕｍｏｎｔとＦ１ｅｔｃｈｅｒの例で見た，来

るべき戯曲世界での出来事を暗示する機能を持った仮面劇－である． さらにこの仮面劇全体の印象

が滑稽で不合理なものすなわち仮面狂言的となっているのは， 第５幕目の或る意味で悲劇的で深刻

な ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔの世界が裏返された状態， つまり＼・ｔｒａｇｅｄｉｅｓｉｎｔｏｃｏｍｅｄｉｅｓ，ａｎｄｌａｍｅｎｔａ〔ｉｏｎ

ｉｎｔｏｇｉｇｇｅｓａｎｄｄａｎｃｅｓ″として以外には映ることがなかったモルフィ 公爵夫人の、＼ｉｎｓｅｎｓｉｂｌｅ″な病

気－ｓａｎｇｕｉｎｅａｄｕｓｔ－の必然的結果なのである．

　

Ｚ脳 Ｐ錫αｃｇｑｆｐ‘〃”跳陀 の物語で，公爵夫人の死が １ｉｂｉｄｉｎｏｕｓａｐｐｅｔｉｔｅ″の誘惑に負けて身分違い

の男と再婚した名門の夫人に対する一種の社会的制裁として説明されていたことは既に述べたが，

４０
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Ｗｅｂｓｔｅｒはこれを種本としてひとり公爵夫人のみならず， この戯曲の主要人物すべての生と死と

を， それぞれ個有の ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔの必然的帰結として戯曲化したように思われる。彼が当時の

ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ理論をどの程度深く理解していたかは疑問の残るところだが（例えばこの戯曲全体は勿

論のこと他の戯曲等を含めて，ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔなる言葉は一度も用いられてはいない），それは今

後の課題として， 次に引用するＦｅｒｄｉｎａｎｄの台詞， 死の直前に正気に戻った彼の， 暗示的でそれ故

にわれわれにとっては非常に危険な魅力を持ったｄｙｉｎｇｓｐｐｅｃｈを通して想像されることは，これま

で述べてきた ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔにこの戯曲世界の因果律の一切を， あるいは Ｗｅｂｓｔｅｒが求めよう

としたかも知れないということである。
Ｍ｛ｙｓｉｓｔｅｒ！○！ｍｙｓｉｓｔｅｒ！ｔｈｅｒｅ

’
ｓｔｈｅｃａｕｓｅｏｎ’ｔ：

彬跨ｇ物８γｗｅ危‘Ｚ毎α朔ら訪わ“，弱Ｄｏｄｏγ匁隊

Ｌ豹Ｅ２ｄ勿粥ｏれｄｓ， ｗｅｚα〆ｇｃ昭 ｗＺ物ｏ“γｏｗ” 〆硲云．
４２）

註

１） この戯曲のいわゆる ｍｏｔｉｖａｔｉｏｎをめぐって従来，社会的規範，神学的機構及び個人的感情等から種々の説明

　

が試みられてきたことは事実である． 或いはそれらのいずれにも属さない， 人間には制御不可能な ーｄｅｓｔｒｕｃ‐

　

ｔｉｖｅｉｎｓｔｉｎｃｔｓｉｎｈｕｍａｎｎａｔｕｒｅ″（ＴｒａｖｉｓＢｏｇａｒｄ，７７？βｒｍｇＺｃｓのかβメカね“ 溜め”のぅＲｕｓｓｅｌｌ＆Ｒｕｓｓｅｌｌ，１９６５，

　

ｐ，５１．）や ｃｈａｎｃｅ，ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔｏｆｇｏｏｄａｎｄｅｖｉｌ，ｐｈｙｓｉｃｓａｎｄｍｅｔａｐｈｙｓｉｃｓ″（ＧｕｎｎａｒＢｏｋｌｕｎｄ，Ｚ脳 Ｄ“ｃ毎ｓｓ

　

げ朋α始，Ｓ似’αｓ， 物粥榔，Ｃ物’″ｃＺｅｒｓ，ＨａｒｖａｒｄＵＰ １９６２，ｐｐ．１２９‐１３０，）に至るまで，取り扱われない ｍｏｔｉｖａｔｉｏｎ

　

の種類は殆んど無いといってよい程である． ここにこの戯曲の特殊性の一端が窺われるであろうし， 同時にま

　

たいずれのｍｏｔｉｖａｔｉｏｎも結局は相対的意味しか持ち得ないことの証明がなされていると考えられる．
２） ＪｏｈｎＷｅｂｓｔｅｒ，Ｚ物Ｄｚｆ物ｅｓｓｑｆ賜α塊 ＩＶ，ｉｉ，２３一２６．尚本戯曲からの引用はすべてＪｏｈｎＲｕｓｓｅｌＩＢｒｏｗｎ編 Ｚ綾

　

Ｄｚｆ物ｅｓｓザ朋α狗（ＴｈｅＲｅｖｅｌｓＰ１ａｙｓ）に拠った．
３） この人物は老人に変装した主要人物のひとりＢｏｓｏｌａである。

ｌｎｇａ‐ＳｔｉｎａＥｋｅｂｌａｄは， この老人の登場以後の

　

場面とそれ以前の狂人たちの場面とを， ひとつの大きなｍｅｔａｐｈｏｒ－結婚と死の仮面劇－の両半分と考えてい

　

る．
Ｃｆ．

ｎＴｈｅｔｌｍｐｕｒｅＡｒｔ’ｏｆＪｏｈｎ Ｗｅｂｓｔｅｒ，
ｎ尺８“ｇｗｑｆＥ７２ｇ偽ね 税”〆〆βＳ，ＩＸ（１９５８）：２５３一２６７．確かに当時の戯

　

曲に於て， 愛と死の結びつきを仮面劇を通して表現する技法がひとつの慣習として定着していたことは， ｒ脳

　

妬〆の昭ｅ昭（１６０４）第５幕６場のＭ瀧ｉａの台詞（４１一４３）に暗示されている通りだが，Ｅｋｅｂｌａｄが前半の狂人た

　

ちの仮面劇の機能を， 公爵夫人の再婚に対する一種のｎｃｈａｒｉｖａｒｉ″

　

に限定することには疑問が残る， というの

　

は ＷｅｂｓｔｅｒがＡ

　

賜ｏ””粥ｅ昭雄

　

ＣＤ如朔〃８（１６１２） の中で言及しているＰｒｉｎｃｅｓｓ

　

Ｅ１ｉｚａｂｅｔｈの結婚に際して

　

いｍａｓｑｕｅ

　

ｏｆ

　

ｌｕｎａｔｉｃｓ″

　

が演じられていなからである。
Ｃｆ． Ｆ．Ｌ．Ｌｕｃａｓ編 Ｚ卿

　

Ｃｏ加〆βＺＢ

　

陥ｏｒお

　

げ ゐね”

　

賜物騒げ（ＧｏｒｄｉａｎＰｒｅｓｓ，１９６６），Ｖｏｌ．虹，ｐ．１８１．

４） その後に続くＢｏｓｏｌａの台詞に示される，両手を頬にあてがって備向く ｐｒｉｎｃｅＳｉｍａｇｅｓ″ｑｂｉｄリエＶ，ｉｉ，１５６）が

　

当時の典型的なｍｅｌａｎｃｈｏｌｙの図像を暗示している点に注意しなければならない。
５） Ｍ．Ｃ，Ｂｒａｄｂｒｏｏｋ，Ｚ庇粥綴α”ｄＣの２兜鰯ＺｏｍｑｆＥ‘Ｚｚｑ乾物α“ 丁’謬卵の（ＣａｍｂｒｉｄｇｅＵＰ．，１９６４），ｐｐ．２０５‐一２０７，
６） Ｆ．Ｌ．Ｌｕｃａｓ，ゆ．α云．，ｐｐ．２８一３５．勿論第５幕目を

　

一ｓａｔｉｒｉｃｓｔｏｒｙ″ と見倣す Ｔ．Ｂｏｇａｒｄや ｕｔｈｅｅｄｕｃａｔｉｏｎｏｆ

　

ＢｏｓｏｌａｂｙｔｈｅＤｕｃｈｅｓｇ′といった教訓物語として，戯曲全体の主題構成の中に位置づけようとする１，Ｒｉｂｎｅｒ等

　

の試みもない訳ではなかったが．
Ｃｆ．Ｔ．Ｂｏｇａｒｄ， 物 方僚ｇばｃＳのＺ〃 〆力ね” 賜物防げ（Ｒｕｓｓｅｌｌ＆Ｒｕｓｓｅｌｌ，１９６５），ｐ．

　

１４０．１．頚ｂｎｅｒ，膚の彰α７２ｒｍｇｅｄｙ（Ｍｅｔｈｕｅｎ，１９６２），ｐｐ．１１３一１１６．

７） Ａ．Ｈ．Ｔｈｏｒｎｄｉｋｅ，
ｔｌｎｆｌｕｅｎｃｅｏｆｔｈｅＣｏｕｒｔ‐ＭａｓｑｕｅｏｎｔｈｅＤｒａｍａ，１６０８一１５，

（ＰＭ乙Ａ，，ＸＶ（１９００），１１４一１２０．
８） 東川洋一，

「ｒ跨８Ｂｍ膨れ品ｅ好ＺのＭａｓｑｕｅとＡｎｔｉ‐Ｍａｓｑｕｅ」『函館英文学』ＸＩＶ（函館英語英文学会，１９７５），

　

２９－－３６，

９） Ｐｅｒｃｙｓｉｍｐｓｏｎ，
ｔＴｈｅＭａｓｑｕｅ

’ｉｎｓ加彰ｓＤｅｑγぬ Ｅれｇ腐れα，１１（〇ｘｆｏｒｄ，１９５０），３１７．
１０） ＢｅｎＪｏｎｓｏｎをはじめＢｅａｕｍｏｎｔとＦ１ｅｔｃｈｅｒ，ＧｅｏｒｇｅＣｈａｐｍａｎ，ＪｏｈｎＭａｒｓｔｏｎ等当時の代表的な劇作家たち

　

が， 同時に宮廷仮面劇作者であったことからも容易に想像されることである． Ｃｆ． Ｍ．Ｓ，Ｓｔｅｅｌｅ， Ｐ′”〕ｉｓ

　

ｑ”〆

　

賜餌ｑｚ‘ｇｓの Ｃｏｚｍ ：Ｄ好み２ｇ豹ｅ尺ｇｚｇ’ｚｓげＥ産細る鑑な 超’〃ｅｓの頒 Ｃぬα“鐙（Ｎｅｗ Ｈａｖｅｎ，１９３９）．
１１） ＢｅｎＪｏｎｓｏｎ， 似ｏ〆超，ｅｄ，Ｈｅｒｆｏｒｄａｎｄｓｉｍｐｓｏｎ，ＶＩ１（ｏｘｆｏｒｄ，１９４１），ｐ，２８２，
１２） その後仮面狂言の舞台設定もぃＬａｂｏｒａｔｏｒ （朋の℃ｚ‘“ ％”霞ｃαＺｅｄ）， ｃｌｉｆｆ″（ｏｂｅｍれ），

ぃｗｏｏｄ，ａｔｈｉｃｋｅｔｏｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４１
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ｏｒｐｈｅｕｓ，ａｎｄ ａ

　

ｃａｖｅ ｏｆ Ｍａｎｉａ″（Ｌｏ〆ぬ’ＭＱ魂）等それぞれの内容に応じて多様なものとなった．
Ｃｆ．Ｅ．Ｋ．

　

Ｃｈａｍｂｅｒｓ，７Ｔ彬 現渚α乾物αれＳねｇｅ，１（ｏｘｆｏｒｄ，１９４５），１８３．

１３） Ｂ，Ｋ，Ｃｈａｍｂｅｒｓ，ｑｐ．“云，１９０一２０１．

１４） 例えばこの仮面劇終了直後，控えの間で繰り広げられる新婚夫婦ＥｖａｄｎｅとＡｍｉｎｔｏｒとの口論と，その直接

　

の原因となるＫｉｎｇの好色さという具合に．
１５） 例えば 賜ｏ粥鑓β〃ｗα“ 溺ひ粥貌，第５幕２場に挿入されたいわゆる

　

ぃａｎｔｅｍａｓｑｕｅ″（６９）など．

１６） ＴｈｏｍａｓＭｉｄｄｌｅｔｏｎ＆ Ｗｉｌｌｉａｍ Ｒｏｗｌｅｙ，ｚ力ｅＣ加“ｇＢ”“ｇ，虹１，ｉｉｉ，２６８一２７６．

１７） ＪｏｈｎＷｅｂｓｔｅｒ，ゆ．“ゑ，ＩＶ，ｉｉ，４５一５０．

１８） この星占いは正確な記述であり， それ故に短命に終るはずの長子がただひとり生き残って公爵領を継承する

　

ことになるというこの戯曲のｉｒｏｎｙについての詳細は以下に論じられている．ＪｏｈｎｓｔｏｎｅＰａｒｒ，
ｔＴｈｅＨｏｒｏｓｃｏｐｅ

　

ｉｎ Ｗｅｂｓｔｅｒ’ｓＺ脳Ｄ”物ｇｓｓげ賜α脆，ＰＭ Ａ．，ＬＸ（１９４５），７６０一７６５．

１９） 当時はこの意味での ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙが一般に用いられていた， と言うよりも乱用されていた．
Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅが

　

”Ｚ％ｇわたれの中でｕｏｎｌｙｆｏｒ ｗａｎｔｏｎｎｅｓｓ″（ＩＶ，ｉ，１６）として皮肉ったのも， また ＷｅｂｓｔｅｒがＡ ＭＯ“”創鋤ね‘

　

Ｃｏ粥伽”ｅに挿入した いＰ１ｅａｓｕｒｅ″ とｎＳｏｒｒｏｗ″

　

の寓話の中で「かつては貴顕の胸に抱れた」ことを自慢する

　　

一Ｓｏｒｒｏｗ″ として形象化したのも（Ｊｏｈｎ Ｗｅｂｓｔｅｒ， 溺僻たｓ，１１１．ｐ．２７９．）， さらに Ｚ礎 粥跨物ＤＢり”（１６１２）の中で茶

　

番劇の主題として取り上げた＼、ｇｅｎｔｅｅｌｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ″（ｍ，ｉｉ，８５）なるものも，この「気取り」としての ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ

　

であった．

２０） Ｊｏｈｎ Ｗｅｂｓｔｅｒ， 脳 Ｄ”物ｇｓｓげ財α狗，Ｖ，ｉｉｉ，８－１０．
２１）これはＳｈａｋｅｓｐｅａｒｅが割軽者の Ｍｅｒｃｕｔｉｏに

　

ｃｏｎｊｕｒｅ″

　

させた次の呪文の発想にもなっている．

　　

Ｒｏｍｅｏｌｈｕｍｏｕｒｓｌｍａｄｍａｎ！ｐａｓｓｉｏｎＨｏｖｅｒ！（尺ｏ伽の ＆ル‘〆”，１１，ｉ，７）

２２） Ｂｅｎ
－ｌｎｏｓｏｎ， 似研たｓ，ＩＶ．ｐ，７４．

２３） Ｃｆ葦ｓａｎｇｕｉｎｅ，ｃｈｏｌｅｒｉｃｋｅ，ｏｒｍｅｌａｎｃｈｏｌｉｃｋｅ，ａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏｔｈｅｈｕｍｏｕｒｔｈｕｓｂｕｒｎｅｄ，ｗｈｉｃｈｗｅｃ副ｌｂｙｎａｍｎｅ

　

ｏｆｍｅｌａｎｃｈｏｌｉｅ．
″（ＴｉｍｏｔｈｙＢｒｉｇｈｔ，Ａ７乾防御ｑｆＭＢ溺れ物畝ａｐ．１１１．）またＲｏｂｅｒｔＢｕｒｔｏｎが 脳Ａ７２のｏ粥夕ｑｆ

　

朗〆姻ｃねｏ夢（１６２２）で扱っている “ｕｎｎａｔｕｒａｌｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ″ もこの ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔのことであった．

２４） これはＬｉｌｙＢ．ＣａｍｐｂｅｌｌがＳたα皮ｓＰ鋤だＳ “”ｇた 品窃鑑ｓ（Ｍｅｔｈｕｅｎ，１９６２）の中で引用しているＳｉｒＴｈｏｍａｓ

　

Ｅ１ｙｏｔの Ｃ餌Ｚメ メ鼠銭劫（１５３９）からの一部であるが，Ｂｕｒｔｏｎもｃｈｏｌｅｒと ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙが悪化すれば狂気に至るこ

　　

とを述べている．ＲｏｂｅｒｔＢｕｒｔｏｎ，ｏｐ．ｃｉｔ．，ｐ．３４２．尚Ｂｕｒｔｏｎからの引用はすべて Ｚ物 Ａ〃のり創ｙげＭｅ‘””鉱ｏか，ｅｄ．

　

Ｆ１ｏｙｄＤｅｌｌ＆ＰａｕＩＪｏｒｄａｎ‐Ｓｍｉｔｈ（ＧｅｏｒｇｅＲｏｕｔｌｅｄｇｅ＆ＳｏｎｓＬｔｄ，１９３１）に拠った．

２５） ｔｅｍｐｅｒ或いはｔｅｍｐｅｒａｔｅなる語は人体の４体液の状態に起因するいくつかの特質が組み合わさったものと

　　

して， しばしば同義語として用いられた．
Ｃｆ．ＲｕｔｈＬｅｉｌａＡｎｄｅｒｓｏｎ，鋭ｚ卿虎物α７２凡劣ねｏめど妙αれαＳ卿彩ＳＰβα“Ｓ

　

Ｐ‘”％（Ｒｕｓｓｅｌｌ＆ Ｒｕｓｓｅｌｌ，１９６６），ｐ．３１ｎ．従ってこの場合のｎｉｎｔｅｍｐｅｒａｔｅ″の背後には， この瞬間のＦｅｒｄｉｎａｎｄの

　

状態が「４体液の不調和に起因する絶叫」
＼＼ｉｎｔｅｍｐｅｒａｔｅｎｏｉｓｅ″であり，そのための「怒り」

一ｉｎｔｅｍｐｅｒａｔｅａｎｇｅｒ″

　

（ｌｂｉｄり１１，ｖ，５１，５８．）であることが暗示されていることになる．

２６） ＲｏｂｅｒｔＢｕｒｔｏｎ，物．凋む，ｐ．３４１．

２７） Ｊｏｈｎ Ｗｅｂｓｔｅｒ，ｏｐ．ｃ鉱，ＩＶ，ｉｉ，２７９一２８０．

２８） めＺｄ，Ｖ，ｉｖ，１３一１６．

２９）あ畝．，Ｖ．ｖ，１－７．尚枢機卿が登場する際のト書き，
一β”彰γＣａｒｄｎａｌ

　

ｗＺ物 αｂｏｏ影， は当時の戯曲の典型的な

　

ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙの人物に与えられたものであった．

３０） ＲｏｂｅｒｔＢｕｒｔｏｎ，ゆ．〆云．，ｐ．３４２．

３１） Ｊｏｈｎ Ｗｅｂｓｔｅｒ，ｏｐ．”ん Ｖ，ｉｉｉ，４３一４９．

３２） ＲｏｂｅｒｔＢｕｒｔｏｎ，形Ｚｄ．

３３） ＪｏｈｎＷｅｂｓｔｅｒ，ｏｐ．αＺ．，１，ｉ，２９２一３４０．この数１０行にわたって枢機卿とＦｅｒｄｉｌｌａｎｄは交互に公爵夫人の再婚を

　

威嚇的に禁ずるのだが， 特にこの言葉を語るＦｅｒｄｉｎａｄの台詞は一貫して卑膿な連想に満ちたものであった．
３４） ＷｉｌｌｉａｎＩＳｈａｋｅｓｐｅａｒｅ， α彰物，ｍ，ｉｖ，３２一３６，

３５） Ｒ．Ｌ．Ａｎｄｅｒｓｏｎ，ｑｐ．αＺ．，ｐ．３４．

３６） ＲｏｂｅｒｔＢｕｒｔｏｎ，の．α云．，ｐ．１１１．
３７） ＴｉｍａｔｈｙＢｒｉｇｈｔ，ゆ．“云．，ｐ，１１１，

３８） Ａｎｔｏｎｉｏを除く３名の主要人物にとって公爵夫人の死に対する「罪の意識」 がそれぞれにｍｅｌａｎｃｈｏｌｙａｄｕｓｔ

　

の状態をもたらした， 極端な精神的興奮となっていることは言うまでもない． そして Ａｎｔｏｎｉｏが ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ

　

ａｄｕｓｔの症状を示すのは，
一ｔｈｅＤｕｃｈｅｓｓ’ｇｒａｖｅ″（あ幻．，Ｖ．ｉｉｉ，ｓｄ．）の場面であった．

３９） ＪｏｈｎＷｅｂｓｔｅｒ，ｏｐ．“云．，ＩＶ，ｉｉ，２０一２３．

４２
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４０） あＺ仏，ＩＶ，ｉ，１２６一１３１．

４１） 次の公爵夫人の台詞はＦｅｒｄｉｎａｎｄの意図が皮肉な結果に終ったことを示している．

　　　

ｌｎｄｅｅｄｌｔｈａｎｋｈｉｍ（ｉ．ｅ．，Ｆｅｒｄｉｎａｎｄ）：ｎｏｔｈｉｎｇｂｕｔｎｏｉｓｅａｎｄｆｏｌｌｙ

　　　

Ｃａｎｋｅｅｐｍｅｉｎｍｙｒｉｇｈｔｗｉｔｓ，ｗｈｅｒｅａｓｒｅａｓｏｎ

　　　

Ａｎｄｓｉｌｅｎｃｅｍａｋｅｍｅｓｔａｒｋｍａｄ， （Ｗ，ｉｉ，５‐一７）

　　

狂人たちの仮面劇が登場するのは， その後のことであった．
４２） 肋冠，，Ｖ，ｖ，７１－７３．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（本学講師・函館分校）

４３


